
 

資料２－３ 

「地域計画」の策定について 

医療介護政策課 

 

１ 趣旨 

医療計画の計画的な推進，医療と介護の一層の連携，地域住民への啓発にも資することから，

次期保健医療計画の策定においても，引き続き二次保健医療圏域ごとの地域計画を策定する。 

 

２ 作成の手順 

地域計画（素案）の作成は，県から各圏域地域保健対策協議会への委託により行う。 

各圏域において検討，作成される地域計画（素案）の提出期限は，令和５年 10 月末を目途と

し，県において取りまとめ，広島県医療審議会保健医療計画部会へ提出する。 

広島県医療審議会保健医療計画部会は，提出された素案について検討を加え，計画案とする。 

 

３ 検討，作成について 

・ 5 疾病 6 事業及び在宅医療の医療連携体制を中心に，下記の項目例を参考に検討を行うが，

地域で個別の対策を要しない疾病・事業等については記載を要しないこととする。 

・ 事後に比較評価が行えるよう定量的な数値目標を設定するほか，計画の進行管理について

も記載し，ＰＤＣＡサイクルがまわるようにすること。 

・ 可能な限り国から示される作成指針による指標とする。 

・ 県民及び関係職種の方にとっての分かりやすさを向上するため，記載する事項を整理，文

章を簡素化するなど，地域計画のスリム化を図る。 

 

（項目例） 

表題 広島県保健医療計画 地域計画 ○○二次保健医療圏 

第１節 概況 

第２節 疾病・事業及び在宅医療の医療連携体制 

がん対策，脳卒中対策，心筋梗塞等の心血管疾患対策，糖尿病対策，精神疾患対策 

救急医療対策，災害医療対策，へき地医療対策，周産期医療対策，小児医療対策 

新興感染症対策，在宅医療対策 

第３節 その他の保健医療体制 

医療従事者の確保，医療の安全の確保，医薬品の適正使用など 

第４節 計画の推進 

 計画の進行管理 

項 目 記 載 要 領 

１ 現状と課題 
・ 現状と課題をコンパクトにまとめる。 

・現状や傾向を示すグラフ・図・表を効果的に使用する。 

２ 施策 

・ 施策の項目を見出しにする。 

・ 項目は，施策の内容を的確・簡潔な表現にする。 

・ 施策の内容は，６年間の計画期間を念頭に置き，各圏域の

具体的な展開方策等を記載する。 

３ 目標 ・定量的な目標を設定する。 

 


